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［行列とその演算］（p.144） 
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問題２ (1) BAX 2  より  
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(2) AXAX 24   より AX 33   であるから 
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(3) BAX  )(2  より BAX 22  
 

したがって， ABX 22   であるから 
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問題３ (1) 
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問題４ (1) AB 
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(3) (2)の結果を用いて 
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（別解） (1)の結果を用いて 
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(4) (1)の結果を用いて 
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(6) (5)の結果を用いて 
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(8) (5)と(2)の結果を用いれば 
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（参考） これは(7)の結果と同じで，p.101 の側注の補足（問題３）にあるように，分配法則

が成り立っていることを確認できる。また，成分の計算をせず，分配法則を用いて，

ABABAA )(2   と変形して(7)の結果を用いるという別解もある。 
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「行列AとB は交換可能であるかどうか」の答 

(1)(2)の結果から， BAAB   であるから，行列AとB は交換可能でない。 

 

［逆行列・行列式―行列と連立一次方程式(1)］（p.144） 
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(2) 083)6()4( B  であるから，逆行列を持たない。 
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つまり 0122  aa  であるから 0)3)(4(  aa  よって 3,4a  
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(2) 044)2(8
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これら 2式は同じ関係式である。 tx   とおくと， 224  yt （または 448  yt ）

であるから 12  ty  となるから 
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問題４ 問題の連立方程式を成分で表すと，
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
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となるから， 0x ， 0y  以外の解を持たないことになってしまう。 
 

したがって， 
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
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つまり 0562  aa  であるから 0)5)(1(  aa  よって 5,1a  となる。 

 
［ 1a  のとき］ 

 

①より 
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
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0)14(

yx

yx
  つまり 









03

03

yx

yx
 

 

2式は同じで， tx   とおくと， ty 3  となるから，連立方程式の解は 
 
































3

1

3
t

t

t

y

x
（ tは任意の実数） 

 
［ 5a  のとき］ 

 

①より 








0)52(3

0)54(

yx

yx
  つまり 









033

0

yx

yx
 

 
③と④は同じ関係式であり， tx   とおくと， ty   となるから，連立方程式の解は 

 




























1

1
t

t

t

y

x
（ tは任意の実数） 

 

… ③ 

… ④ 
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問題５ (1) 





































75

43

75

43

5437

1

35

47
1

 を 

















57

69

35

47
X  の 

 
両辺に左から掛けて 

 




































576)5(779)5(

5)4(637)4(93

57

69

75

43
X 







 

54

21
 

 

(2) 






















75

43

35

47
1

 を 

















57

69

35

47
X  の両辺に右から掛けて 

 




































75)4(7)5(537

76)4(9)5(639

75

43

57

69
X 













74

63
 

 

問題６ (1) 
1P 








































11

12

11

12

1121

1

21

11
1

 

 

(2) APP 1










































 

21

11

14

25

11

12
)( 1 PAP  

 























21

11

)1(1)2()1(415)1(

)1()1()2(24)1(52
 

 























21

11

11

36














211)1(111)1(

2)3(161)3(16










10

03
 

 

(3) 





































10

03

10

03

10

03
)( 1

n

n

nn

nAPP  （示されている対角行列の公式を活用） 

 

(4) )())()(()( 11111 APPAPPAPPAPPAPP n        （ APP 1
がn個） 

APPPPPAPPAPPAP )()()()( 11111    （ Aが n個， 1PP が 1n 個） 

EAPAEAEAEP 1            （ Aが n個，Eが 1n 個） 

APAAAP 1 PAP n1  

これと(3)の結果を合わせると  












 

10

03
)( 11

n

nn APPPAP  となる。 

この両辺に，左からPを掛け，問題(1)で求めた
1P を右から掛けると 

 





























































 

11

12

10

03

21

11

10

03 1

nn

n PPA  

 

































11

12

12010231

11010131
n

n





























11

12

23

13
n

n

 

 




















12)1(3)1(223

11)1(3)1(123
nn

nn




















23232

13132
nn

nn

 



6 

 

［掃出し法・階数―行列と連立一次方程式(2)］（p.145） 

問題１ (1) 






















0

4

1

772

253

021

      






















2

1

1

730

210

021

       





















1

1

3

100

210

401

      
















1

3

7

100

010

001

  よって， 1,3,7  zyx  

(2) 
























8

9

3

495

1592

331

      






















7

3

3

1960

930

331

 























7

1

3

1960

310

331

      




















1

1

0

100

310

601

      
















1

2

6

100

010

001

 

よって， 1,2,6  zyx  

(3) 




















1

5

7

843

1211

1621

      


























20

2

7

40100

410

1621

      


















0

2

3

000

410

801

 

よって連立方程式は 








24

38

zy

zx
 と変形できることを意味する。 

tを任意の数として tz   とおくと，








24

38

ty

tx
 より解は， 

tztytx  ,24,38 （ tは任意の実数） 

(4) 
















9

4

3

494

832

611

      
























3

2

3

2050

410

611

      


















7

2

3

000

410

611

 

よって連立方程式は 















7000

24

36

zyx

zy

zyx

 と変形できることを意味するが，最後の式

7000  zyx  を満たす zyx ,, はないので，この連立方程式の解はない。 

 

 ②+①×(－3)  

 ③+①×(－2)  

 ①+②×2  

 ③+②×3  

 ①+③×4  

 ②+③×2  

 ②+①×2  

 ③+①×(－5)  

 ①+②×3  

 ③+②×(－6)  

 ②×
3

1
 

 ①+③×(－6)  

 ②+③×(－3)  

 ②+①×(－1)  

 ③+①×(－3)  

①+②×2 

③+②×(－10) 

 ②+①×(－2)   

 ③+①×(－4)  

③+②×(－5) 
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問題２ (1) 


















100

010

001

012

110

121

      




















102

010

001

230

110

121

 





















 102

010

001

230

110

121

      






















132

010

021

100

110

101

 























132

122

111

100

010

001

   よって 求める逆行列は 























132

122

111

 

(2) 






















100

010

001

225

013

301

      


























105

013

001

1720

910

301

 



























105

013

001

1720

910

301

     


























121

013

001

100

910

301

 























121

013

001

100

910

301

      






















121

9176

362

100

010

001

 

よって 求める逆行列は 























121

9176

362

 

(3) 




















100

010

001

125

013

421

      


























105

013

001

1980

1250

421

 

























1051980

0
5

1

5

3

5

12
10

001421

































      

























1
5

8

5

1

5

1
00

0
5

1

5

3

5

12
10

0
5

2

5

1

5

4
01

































 

③+①×(－2) ②×(－1) 

①+②×(－2)  

 ③+②×3  

 ①+③ 

 ②+③×(－1)  

②+①×(－3)  

③+①×(－5)  

②×(－1) 

③+②×2 ③×(－1) 

①+③×3 

②+③×9 

②+①×(－3)  

③+①×(－5)  

②×  

①+②×(－2)  

 ③+②×8  
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























581100

0
5

1

5

3

5

12
10

0
5

2

5

1

5

4
01

































       























581

12193

461

100

010

001

 

 

よって 求める逆行列は 























581

12193

461

 

 

［一次変換］（p.145） 

問題１ (1) 

















9

3

0

1
A ， 


















7

5

1

0
A  であるから，これらをまとめると 

 



















79

53

10

01
A  つまり A 









79

53
 

 

(2) 

















5

6

7

3
A ， 


















3

4

5

2
A  であるから，これらをまとめると 


















35

46

57

23
A  

 

この式の両辺に右から 





































37

25

37

25

7253

1

57

23
1

 を掛けて 

 























37

25

35

46
A 














33)2(5)7(355

34)2(6)7(456












14

02
 

 

(3) 点P ),( yx が，原点に関する対称移動で，点P  

),( yx  に移るとき， 

xx  ， yy   

である。 

したがって，








yxy

yxx

)1(0

0)1(
 であるから， 

 

この一次変換を表す行列は 












10

01
 

(4) 点P ),( yx が，原点を中心として 2倍に拡大す 

る移動で，点P ),( yx  に移るとき， 

xx 2 ， yy 2  

である。 

したがって，








yxy

yxx

20

02
 であるから， 

③×(－5) 
①+③×  

②+③×  



9 

 

この一次変換を表す行列は 








20

02
 

 

問題２ 図形を原点を中心として反時計回りに 30 回転する一次変換を表す行列は， 

































2

3

2

1

2

1

2

3

30cos30sin

30sin30cos
 

であるから，この一次変換による 2点 A )1,0( ，B )2,4( の像は 





























1

0

2

3

2

1

2

1

2

3






















































2

3

2

1

1
2

3
0

2

1

1
2

1
0

2

3

 





























2

4

2

3

2

1

2

1

2

3



















































32

132

2
2

3
4

2

1

2
2

1
4

2

3

 

よって，  A















2

3
,

2

1
，B  32,132   

問題３ (1) 






































4

8

34)1(8

33)1(1

3

1

48

31
 であるから，点 )4,8(  

(2) 直線 xy   上の任意の点P ),( tt  の f による像をP ),( yx  とすると 






















































t

t

tt

tt

t

t

y

x

4

2

)(48

)(31

48

31
 

つまり tx 2 ， ty 4  であるから， tを消去すると 

xt 
2

1
 より  ty 4 xx 








 2

2

1
4  

tは任意の数だから求める像は，直線 xy 2  

(3) 直線 23  xy 上の任意の点P )23,( tt の f による像をP ),( yx  とすると 


























































820

610

)23(48

)23(31

2348

31

t

t

tt

tt

t

t

y

x
 

つまり 610  tx ， 820  ty  であるから， tを消去すると 

10

6


x
t  より  820  ty 428

10

6
20 


 x
x

 

tは任意の数だから求める像は，直線 42  xy  


